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１．調査の概要 

 

■調査方法 

①人口ビジョン・総合戦略策定のためのアンケート調査 

調査対象者 町内在住の 20歳以上の住民から無作為抽出 

調査数 2,000 人 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査時期 平成 27 年６月 11 日～６月 26日 

調査票回収数 992 人 

調査票回収率 49.6％ 

 

②定住・移住に関するアンケート調査 

調査対象者 本町に転入された住民から無作為抽出 

調査数 230 人 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査時期 平成 27 年６月 11 日～６月 26日 

調査票回収数 106 人 

調査票回収率 46.1％ 

 

■報告書の見方 

● 回答結果は、有効サンプル数に対して、少数第２位を四捨五入したそれぞれの割合を

示しています。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であ

っても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、

グラフ、表においても反映しています。 

 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答

は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、

合計が 100.0％をこえる場合があります。 

 

● 図表中おいて、「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判

別が著しく困難なものです。 

 

● グラフおよび表のＮ数は有効標本数（集計対象者総数）、（ＳＡ）は単数回答の設

問、（ＭＡ）は複数回答の設問、(数量)は数字を記入する形式の設問を表しています。 
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２．人口ビジョン・総合戦略策定のためのアンケート調査結果 
 

１ 調査の回答者自身のことについて 

問１ 性別 (SA) 

 「女性」が 50.0％、「男性」が 47.2％となっています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 男女ともにおおむね同程度の割合となっています。 
 

 

 

  

男性

47.2%

女性

50.0%

無回答

2.8%

(SA) N=992
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問２ 年齢 (SA) 

 「60 歳代」が 27.0％で最も高くなっています。次いで「70歳代以上」が 24.3％、「50 歳

代」が 15.7％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男女ともにおおむね同程度の割合となっています。 
 

 

 

 

問３ 現在一緒に住んでいる家族(SA) 

 「２世帯（親と子）」が 37.8％で最も高くなっています。次いで「夫婦のみ」が 24.6％、

「３世帯（親と子と孫）」が 16.7％で続いています。 

 

  

5.1 

10.5 

14.8 

15.7 

27.0 

24.3 

2.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答

(SA) N=992

11.5 

24.6 

37.8 

16.7 

0.5 

0.1 

6.1 

2.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ひとり暮らし

夫婦のみ

２世帯（親と子）

３世帯（親と子と孫）

兄弟や親戚と同居

友人や知人と同居

その他

無回答

(SA) N=992
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男女ともにおおむね同程度の割合となっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代の「ひとり暮らし」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。50 歳代以降

では「夫婦のみ」の割合が高くなる傾向がみられます。 
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問４ 現在のおつとめの状況(SA) 

 「正規の職員」が 26.1％で最も高くなっています。次いで「無職」が 19.3％、「農林漁

業」が 10.9％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性では「正規職員」、「農林漁業」、「無職」の割合が女性と比べて高くなっています。

女性では「パート・アルバイト」、「家事専業」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

26.1 

7.6 

10.7 

9.7 

10.9 

8.1 

0.3 

19.3 

3.9 

3.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

正規の職員

派遣・嘱託・契約社員

パート・アルバイト

自営業及びその家族従事者

農林漁業

家事専業

学生

無職

その他

無回答

(SA) N=992
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代から 50 歳代にかけて「正規の職員」の割合が高くなっています。60 歳代以降で

は「正規の職員」の割合が低くなり、「農林漁業」、「家事専業」、「無職」の割合が高くなっ

ています。 
 

 

 

 

問４で、「１．」～「５．」または「７．」を選んだ人のみお答えください。 

問５ あなたの通勤・通学先はどこですか (SA) 

 「町内」が 79.6％を占めています。 

 

  

町内

79.6%

町外

12.2%

無回答

8.2%

(SA) N=647
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＜職業別のクロス集計＞ 

 正規の職員、派遣・嘱託・契約社員、パート・アルバイト、学生は「町外」の割合が自

営業及びその家族従事者、農林漁業と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

問６ あなたのお住まいの地域はどこですか (SA) 

 「矢上」が 20.5％で最も高くなっています。次いで「田所」が 16.4％、「中野」が 12.1％

で続いています。 

 

 

  

7.6 

5.8 

3.9 

16.4 

7.7 

7.3 

1.2 

20.5 

12.1 

5.8 

4.4 

3.4 

3.8 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

阿須那

口羽

市木

田所

出羽

高原

布施

矢上

中野

井原

日貫

日和

無回答

(SA) N=992
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問７（１）あなたが邑南町で暮らしはじめたのはいつからですか (SA) 

 「以前は別のところに住んでいて、転入して暮らし始めた」が 64.6％を占めています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 30 歳代から 50 歳代では「以前は別のところに住んでいて、転入して暮らし始めた」の割

合が他の年齢層と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

生まれたときから

ずっと暮らしている

29.4%

以前は別のところに

住んでいて、転入し

て暮らし始めた
64.6%

無回答

6.0%

(SA) N=992
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問７（１）で「２．以前は別のところに住んでいて、転入して暮らし始めた（Ｕターンを

含む）」を選んだ方におうかがいします。 

問７（２）あなたは、邑南町に何年お住まいですか (SA) 

 「40 年以上」が 27.2％で最も高くなっています。次いで「30 年～40 年未満」が 20.9％、

「20年～30 年未満」が 20.6％で続いています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「５年未満」の割合が他の年齢層と比べて高く、また、「15 年～20 年未満」、

「20年～30 年未満」の比率も他の年齢層と比べて高くなっています。30歳代では「５年～

10 年未満」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。40 歳代以降では「40 年以上」

の割合が高くなる傾向がみられます。 
 

 

 

  

10.2 

5.2 

7.0 

8.3 

20.6 

20.9 

27.2 

0.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～30年未満

30年～40年未満

40年以上

無回答

(SA) N=640
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＜世帯別のクロス集計＞ 

 ひとり暮らしの「５年未満」の割合が他の世帯と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

問８ あなたは、これからもずっと邑南町に住み続ける予定ですか (SA) 

 「住み続ける」が 60.4％で突出しています。「たぶん住み続ける」が 22.2％、「わからな

い」が 9.8％で続いています。 

 

 

  

60.4 

22.2 

1.8 

1.5 

9.8 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住み続ける

たぶん住み続ける

たぶん転居する

転居する

わからない

無回答

(SA) N=992
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 年齢層が高くなるにつれて「住み続ける」の割合が高くなる傾向がみられます。若年層

では「わからない」の割合が高くなる傾向がみられます。 
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＜地域別のクロス集計＞ 

 「住み続ける」、「たぶん住み続ける」をあわせた割合が高い地域は、日貫が 93.2％、井

原が 91.4％となっています。一方、割合の低い地域は、田所が 81.0％、矢上・日和が 82.3％

となっています。 
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＜転居してからの居住歴別のクロス集計＞ 

 居住歴が長くなるにつれて「住み続ける」、「たぶん住み続ける」をあわせた割合が高く

なる傾向がみられ、40年以上では 95.4％となっています。一方、５年未満では 61.6％とな

っています。 
 

 

 

＜愛着度別のクロス集計＞ 

 愛着を感じている人ほど「住み続ける」、「たぶん住み続ける」をあわせた割合は高くな

る傾向がみられ、愛着を感じる人では 91.1％となっています。一方、愛着を感じない人で

は 36.0％となっています。 
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２ 邑南町の暮らしについて 

問９（１）あなたは、邑南町に愛着を感じていますか (SA) 

 「愛着を感じる」が 47.6％で最も高くなっています。次いで「どちらかといえば愛着を

感じる」が 32.1％、「わからない、なんともいえない」が 12.1％で続いています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 年齢層が高くなるにつれて「愛着を感じる」、「どちらかといえば愛着を感じる」をあわ

せた割合が高くなる傾向がみられ、70 歳代以上では 86.8％となっています。一方、20歳代

では 76.5％、30 歳代では 74.0％となっています。 
 

 

 

  

47.6 

32.1 

2.4 

2.5 

12.1 

3.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

愛着を感じる

どちらかといえば愛着を感じる

どちらかといえば愛着を感じない

愛着を感じない

わからない、なんともいえない

無回答

(SA) N=992
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＜地域別のクロス集計＞ 

 「愛着を感じる」、「どちらかといえば愛着を感じる」をあわせた割合が高い地域は、日

和が 88.2％、高原が 87.5％となっています。一方、割合の低い地域は矢上が 77.8％、田所

が 79.1％となっています。 
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＜転居してからの居住歴別のクロス集計＞ 

 居住歴が長くなるにつれて「愛着を感じる」、「どちらかといえば愛着を感じる」をあわ

せた割合が高くなる傾向がみられ、40年以上では 86.8％となっています。一方、５年未満

では 64.6％となっています。 
 

 

 

 

問９（１）で「１．愛着を感じる」または「２．どちらかといえば愛着を感じる」を選ん

だ方におうかがいします。 

問９（２）愛着を感じる理由は何ですか (MA) 

 「生まれ育った故郷であるため」が 65.6％で突出しています。「緑や水辺などの自然に恵

まれているため」が 37.1％、「友人・知人が多いため」が 31.8％で続いています。 

 

65.6 

28.5 

31.8 

37.1 

24.7 

4.2 

2.7 

25.7 

8.0 

8.0 

5.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生まれ育った故郷であるため

親・兄弟など親類がいるため

友人・知人が多いため

緑や水辺などの自然に恵まれているため

静かでやすらぎがあるため

すばらしい伝統文化があるため

公園や道路などが整っているため

治安がよく、安心して住めるため

公共施設が整っていて住みやすいため

なんとなく

その他

無回答

(MA) N=790
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「生まれ育った故郷であるため」が女性と比べて高くなっています。 
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＜転居してからの居住歴別のクロス集計＞ 

 15 年以降では「生まれ育った故郷であるため」の割合が高くなっています。15 年未満で

は「緑や水辺などの自然に恵まれているため」が高く、また、10 年未満では加えて「静か

でやすらぎがあるため」の割合が高くなっています。 
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問10 あなたは、邑南町での医療機関の利用、日常の買い物、普段の金融機関・
郵便局等の利用に関してどのように感じていますか。 

 医療機関の利用では、「多少の不便・不満は感じているが、困るほどではない」が 51.4％

を占めています。 

 日常の買い物では、「多少の不便・不満は感じているが、困るほどではない」が 52.7％を

占めています。 

 普段の金融機関・郵便局等の利用では、「不便・不満は感じていない」が 58.3％を占めて

います。 

 

 

 

  

27.6 

28.6 

58.4 

51.4

52.6

32.8

19.1

15.9

6.8

1.9

2.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 医療機関の利用

② 日常の買い物

③ 普段の金融機関・郵便局等

の利用

(SA) N=992

不便・不満は感じていない 多少の不便・不満は感じているが、困るほどではない

不便・不満を感じている 無回答
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＜年齢別と① 医療機関の利用のクロス集計＞ 

 30 歳代では医療機関の利用に「不便・不満を感じている」の割合が他の年齢層と比べて

高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別と② 日常の買物のクロス集計＞ 

 若年層ほど日常の買い物に「不便・不満を感じている」の割合が高くなる傾向がみられ

ます。 
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＜地域別と② 日常の買物のクロス集計＞ 

 阿須那、口羽では日常の買い物に「不便・不満を感じている」の割合が他の地域と比べ

て高くなっています。 
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問11 生活するうえで、現在、お困りのことや不安なことはありますか。また、
10年後の生活を考えたとき不安なことはありますか。(MA) 

 

 現在の困りごと等では、「サル・イノシシなどの獣があらわれる」が 41.8％で突出してい

ます。「救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる」が 18.3％、「子どもの通う保育所・学

校の子どもが少ない」が 16.6％で続いています。 

 10 年後の困りごと等では、「親やあなた自身の介護が必要」が 54.4％で最も高くなって

います。次いで「農業の継続が難しい」が 49.0％、「農地の維持が難しい」が 48.8％で続

いています。 

 現在と 10 年後で割合の差の大きい項目は「親やあなた自身の介護が必要」が 43.0 ポイ

ント、「農地の維持が難しい」が 34.3 ポイント、「農業の継続が難しい」が 32.5 ポイント

となっています。 

 

 

  

14.0 

11.2 

18.3 

4.4 

16.6 

5.2 

7.6 

11.4 

15.5 

41.8 

11.4 

1.9 

8.1 

16.5 

14.5 

7.0 

3.1 

10.4 

22.0 

27.6

20.8

25.3

9.0

26.2

6.1

15.8

13.8

19.9

45.5

54.4

10.3

29.8

49.0

48.8

29.3

5.0

7.7

6.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

近くで食料や日用品を買えない

近くに病院がない

救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる

子どもの通う保育所・学校が遠い

子どもの通う保育所・学校の子どもが少ない

あなた自身の通勤・通学が不便

金融機関や郵便局が近くになく、預貯金の出し入れ等が不便

文化・芸術・スポーツ・生涯学習活動の場がない

台風・地震・豪雪など災害で被災のおそれがある

サル・イノシシなどの獣があらわれる

親やあなた自身の介護が必要

世帯の中で車を運転できる人がいない

住んでいる人が少なく、地域行事等のコミュニティが成り立たない

農業の継続が難しい

農地の維持が難しい

あなた自身や親戚等の所有する住宅の維持管理が難しい

その他

特にない

無回答

(MA) N=992

現在 10年後
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＜職業別のクロス集計＞ 

 農林漁業の「サル・イノシシなどの獣があらわれる」の割合が他の職業と比べて高くな

っています。 
 

■現在 
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 現在と 10 年後で割合の差が大きな項目は、農林漁業の「農地の維持が難しい」が 53.7

ポイント、「農業の継続が難しい」が 51.8 ポイントの差があり高くなっています。 
 

■10 年後 
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問12 暮らしの中における交流やまちづくりに関してどう思いますか。①～⑤
のそれぞれの項目ごとにあなたご自身のお考えに最も近いと思うものを選
んでください。 

 「そう思う」、「とてもそう思う」をあわせた割合をみると、①が 74.7％、②が 61.7％、

③が 28.7％、④が 70.8％、⑤が 76.2％となっています。 

 

 

 

 

問13 あなたは、「日本一の子育て村構想」という言葉を知っていましたか (SA) 

 「知っていた」が 89.4％を占めています。 

 

23.0 

14.9 

6.5 

22.0 

25.7 

51.7

46.8

22.2

48.8

50.5

15.3

24.8

38.9

18.9

15.5

5.2

7.0

18.8

4.0

2.3

1.3

1.7

8.2

2.1

1.0

3.4

4.8

5.5

4.2

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 豊かな暮らしを送るうえで、いろいろな

人々との交流が必要である

② 邑南町外に住む人々と交流しながら

まちづくりを進めることが必要である

③ 邑南町外に住む人々との交流活動に

参加してみたい

④ 邑南町外に住む人々が地域に滞在

する場として空き家等の活用が有効である

⑤ 町民がまちづくりに関心を持ち、積極的

に地域づくりに取り組むことが必要である。

(SA) N=992

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

知っていた

89.4%

知らなかった

8.6%

無回答

2.0%

(SA) N=992
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問14 あなたが邑南町で暮らすうえで、次のア～ノの項目に関する施策や取り
組みを、どのように感じていますか。 

■満足度 (SA) 

 「不満」、「やや不満」をあわせた割合が高い項目は、「元気な商工業の振興」が 39.1％、

「利用しやすい公共交通体系の整備」が 35.9％、「新しい農業の創造」が 30.8％、「多目的

活用の林業の振興」が 30.7％の順に高くなっています。 

 

  

7.2 

12.4 

3.2 

10.4 

11.5 

11.2 

7.1 

2.9 
2.3 

2.7 
2.3 

7.2 

2.2 

7.1 

2.8 

3.6 

2.6 

2.4 

2.7 

2.6 
1.5 

1.6 

1.6 

1.2 

2.2 

10.5

23.5

7.6

20.4

19.2

27.9

17.4

5.3

4.3

9.8

7.4

19.4

5.5

16.9

6.5

11.5

8.3

7.8

5.9

10.1

6.4

5.7

5.5

7.2

9.7

41.3

46.1

52.1

52.8

53.0

44.7

57.9

40.3

49.3

57.1

55.9

51.6

59.2

46.5

48.7

50.2

58.7

67.3

62.1

64.9

68.0

67.2

61.1

69.3

69.1

21.7

8.8

20.7

5.7

2.9

4.4

4.8

24.8

24.6

15.8

18.4

7.9

18.6

15.1

21.0

19.8

16.0

8.7

14.0

8.4

9.9

11.2

16.6

9.4

5.1

15.9

4.5

10.0

1.1

0.7

1.0

0.5

17.7

11.5

5.2

6.5

2.8

6.1

5.9

10.1

6.4

4.8

2.6

3.8

2.0

2.2

2.5

3.8

1.8

1.2

3.4

4.7

6.5

9.6

12.7

10.8

12.3

8.9

8.0

9.4

9.5

11.2

8.3

8.5

11.0

8.6

9.6

11.2

11.4

12.0

12.0

11.7

11.3

11.2

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域内を結ぶ道路網の整備

利用しやすい公共交通体系の整備

情報通信の機能充実と地域内の交流促進

新しい農業の創造

多目的活用の林業の振興

元気な商工業の振興

参加・滞在型観光の推進

安全な水の供給と水質保全

きれいな町の環境衛生の推進

安全で美しい自然環境の保全

安心の防災・防火・防犯体制の充実

定住促進と住まいづくりの充実

生涯にわたる健康づくりの推進

安心の医療体制の充実

健やかな子育て環境の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

町民参加の福祉の推進

生きる力を育む教育の振興

地域を担う人材の育成

人権の尊重

地域文化の創造

いきいき新コミュニティ活動の推進

互いに支えあうボランティア活動の推進

参画と協働の推進

(SA) N=992

不満 やや不満 ふつう やや満足 満足 無回答
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■重要度 (SA) 

 「重要」、「やや重要」をあわせた割合が高い項目は、「安心の医療体制の充実」が 73.3％、

「高齢者福祉の充実」が 72.9％、「安全な水の供給と水質保全」が 68.6％、「安心の防災・

防火・防犯体制の充実」が 67.3％で続いています。 

 

  

0.8 

0.9 

0.5 

0.7 

1.4 

0.6 

1.4 

0.4 

0.2 

0.3 

0.5 

0.5 

0.3 

0.2 

0.2 

0.5 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.7 

0.9 

0.6 

0.7 

1.1

2.9
1.5

1.7

1.8

1.8

3.6
0.5

0.6

0.8

0.5

1.8

0.8

0.5

0.9

0.6

1.2

2.4

0.7

1.0

1.8

2.4

1.7

1.3

1.6

21.9

20.8

31.3

22.5

30.7

23.7

35.4

17.7

20.5

24.4

19.5

23.0

26.0

13.9

20.5

14.1

20.3

32.4

28.0

28.7

38.9

40.9

38.5

41.5

41.8

20.2

23.7

22.2

24.7

22.6

24.7

24.2

17.6

21.7

24.6

21.7

25.2

25.9

21.0

22.4

22.2

26.8

26.7

25.6

25.2

21.2

23.8

25.1

23.3

23.2

43.5

39.7

31.5

38.4

30.1

36.9

21.9

51.0

43.9

37.0

45.6

36.7

34.0

52.3

42.4

50.7

38.6

24.9

32.1

31.6

23.8

18.2

20.8

20.6

19.0

12.5

12.0

13.1

12.0

13.3

12.3

13.5

12.7

13.2

12.9

12.3

12.8

13.0

12.1

13.6

11.9

12.5

13.0

13.0

12.9

13.7

13.9

13.0

12.7

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域内を結ぶ道路網の整備

利用しやすい公共交通体系の整備

情報通信の機能充実と地域内の交流促進

新しい農業の創造

多目的活用の林業の振興

元気な商工業の振興

参加・滞在型観光の推進

安全な水の供給と水質保全

きれいな町の環境衛生の推進

安全で美しい自然環境の保全

安心の防災・防火・防犯体制の充実

定住促進と住まいづくりの充実

生涯にわたる健康づくりの推進

安心の医療体制の充実

健やかな子育て環境の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

町民参加の福祉の推進

生きる力を育む教育の振興

地域を担う人材の育成

人権の尊重

地域文化の創造

いきいき新コミュニティ活動の推進

互いに支えあうボランティア活動の推進

参画と協働の推進

(SA) N=992

重要でない あまり重要でない ふつう やや重要 重要 無回答
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■【再掲】満足度（やや満足・満足）と重要度（やや重要・重要） (SA) 

 満足度が高い項目は「安全な水の供給と水質保全」が 42.5％、「地域内を結ぶ道路網の整

備」が 37.6％、「きれいな町の環境衛生の推進」が 36.1％で続いています。 

 満足度と重要度の差が大きな項目は「新しい農業の創造」が 56.3 ポイント、「元気な商

工業の振興」が 56.2 ポイント、「安心の医療体制の充実」が 52.3 ポイント、「定住促進と

住まいづくりの充実」が 51.2 ポイント、「利用しやすい公共交通体系の整備」が 50.1 ポイ

ントとなっています。 

 

42.5 

37.6 

36.1 

31.1 

30.7 

26.2 

24.9 

24.7 

21.0 

21.0 

20.8 

20.4 

17.8 

13.7 

13.3 

12.1 

11.3 

11.2 

10.7 

10.4 

6.8 

6.3 

5.4 

5.3 

3.6 

68.6

63.7

65.6

64.8

53.7

72.9

67.3

59.9

61.6

73.3

65.4

45.9

57.7

42.0

63.4

45.0

51.6

43.9

61.9

56.8

63.1

42.2

61.6

46.1

52.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

安全な水の供給と水質保全

地域内を結ぶ道路網の整備

きれいな町の環境衛生の推進

健やかな子育て環境の充実

情報通信の機能充実と地域内の交流促進

高齢者福祉の充実

安心の防災・防火・防犯体制の充実

生涯にわたる健康づくりの推進

安全で美しい自然環境の保全

安心の医療体制の充実

障がい者福祉の充実

いきいき新コミュニティ活動の推進

生きる力を育む教育の振興

地域文化の創造

利用しやすい公共交通体系の整備

人権の尊重

町民参加の福祉の推進

互いに支えあうボランティア活動の推進

定住促進と住まいづくりの充実

地域を担う人材の育成

新しい農業の創造

参画と協働の推進

元気な商工業の振興

参加・滞在型観光の推進

多目的活用の林業の振興

(MA) N=992

【満足度】やや満足・満足 【重要度】やや重要・重要
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３ 結婚・妊娠・出産・子育てについて 

問15 あなたは結婚していますか (SA) 

 「結婚している」が 69.6％を占めています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「結婚したことはない」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

結婚している

69.6%

結婚したことはない

13.3%

離別・死別

11.9%

無回答

5.2%

(SA) N=992



 

33 

 

 

以降の問 16～18 は、問 15 で「１．結婚している（事実婚含む）」を選んだ方におうかがい

します 

 

問16 あなた方ご夫婦は、どのようなきっかけでお知り合いになりましたか 
(SA) 

 「見合いで」が 39.1％で突出しています。次いで「職場や仕事の関係で」が 20.9％、「友

人や兄弟姉妹を通じて」が 14.2％で続いています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「学校で」が、30 歳代から 40 歳代では「職場や仕事の関係で」が、50 歳代

以降では「見合いで」の割合が高くなっています。 
 

 

 

  

7.0 

20.9 

4.9 

5.9 

14.2 

39.1 

0.4 

1.6 

1.0 

3.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で

職場や仕事の関係で

幼なじみ・隣人関係

学校以外のサークル活動や…

友人や兄弟姉妹を通じて

見合いで

結婚相談所で

街なかや旅先で

アルバイトで

その他

無回答

(SA) N=690
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問17 あなた方ご夫婦が、最終的に結婚を決めたときの直接のきっかけは何で
すか (MA) 

 「年齢的に適当な時期だと感じた」が 54.3％で突出しています。「親や周囲のすすめ」が

23.9％、「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」が 18.1％で続いています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「子どもができた」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。30 歳代

では「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」の割合が他の年齢層と比べて高くなってい

ます。60 歳代以降では「親や周囲のすすめ」の割合が他の年齢層と比べて高くなっていま

す。 
 

 

 

 

  

2.5 

7.4 

6.2 

18.1 

54.3 

3.2 

4.9 

3.8 

23.9 

6.1 

1.9 

0% 20% 40% 60%

結婚資金が用意できた

収入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができた

自分または相手の仕事の事情

できるだけ早く一緒に暮らしたかった

年齢的に適当な時期だと感じた

できるだけ早く子どもがほしかった

子どもができた

友人や同年代の人たちの結婚

親や周囲のすすめ

その他

無回答

(MA) N=690
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問18（１） 現在のお子さんの数や希望する子どもの数についてお答えくださ
い。 

① あなた方ご夫婦には、お子さんが何人いらっしゃいますか (SA) 

 「何人かいる」が 90.9％を占めています。 

 

 

① 何人ですか (数量) 

 「2人」が 49.1％で最も高くなっています。次いで「3人」が 33.7％、「1人」が 12.0％

で続いています。 

 「何人かいる」人の子どもの平均は 2.32 人となっており、「子どもはいない」（０人）を

含んだ平均は 2.16 人となっています。 

 

 

  

子どもはいない

6.8%

何人かいる

90.9%

無回答

2.3%

(SA) N=690

12.0 

49.1 

33.7 

4.9 

0.2 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

(数量) N=627
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 若年層ほど「１人」の割合が高くなる傾向がみられます。 
 

 

 

 

② あなた方ご夫婦にとって、理想的な子どもの数は何人ですか (SA) 

 「子どもはほしい」が 85.4％を占めています。 

 

 

  

子どもはいらない

1.3%

子どもはほしい

85.4%

無回答

13.3%

(SA) N=690
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② 何人ですか (数量) 

 「3人」が 61.3％で突出しています。次いで「2人」が 27.7％となっています。 

 「子どもはほしい」人の子どもの平均は 2.80 人となっており、「子どもはいらない」（０

人）を含んだ平均は 2.67 人となっています。 

 

 

 

③ あなた方ご夫婦は全員で何人のお子さんを持つおつもりですか (SA) 

 「子どもは持ちたい」が 66.5％を占めています。 

 

 

  

0.5 

27.7 

61.3 

5.6 

1.9 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

(数量) N=589

子どもは持たない

2.8%

子どもは持ちたい

66.5%

無回答

30.7%

(SA) N=690
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③ 何人ですか (数量) 

 「2人」が 44.7％、「3人」が 41.8％で群を抜いて高くなっています。 

 「子どもは持ちたい」人の子どもの平均は 2.49 人となっており、「子どもは持たない」（０

人）を含んだ平均は 2.32 人となっています。①の現在の子どもの数よりも多く、②の理想

の子どもの数よりも少ない状況となっています。 

 

 

  

5.7 

44.7 

41.8 

4.8 

0.2 

0.2 

2.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1人

2人

3人

4人

5人

6人以上

無回答

(数量) N=459



 

39 

 

 

問 18（１）③で「１．子どもは持たない」を選んだ方におうかがいします。 

問18（２）子どもを持たない理由を教えてください (SA) 

 「ほしいけれどもできないから」が 42.1％で突出しています。次いで「その他」が 21.1％、

「経済的な制約が増える」が 10.5％で続いています。 

 

 

10.5 

0.0 

5.3 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

42.1 

21.1 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経済的な制約が増える

配偶者がほしがらない

今の生活レベルを維持したい

自分の時間や、配偶者と二人の時間を失いたくない

仕事との両立が難しい

マタニティハラスメントや退職勧告など雇用の継続への

不安がある

親になることが不安・子育てに自信が持てそうにない

出産・子育てに対する周囲のサポート体制が整っていな

い

陣痛・出産時の痛みが不安

出産のリスクが心配

ほしいけれどもできないから

その他

無回答

(SA) N=19
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問 18（１）で持つつもりのお子さんの数〔③〕が、理想とする子どもの数〔②〕より少な

い方におうかがいします。 

問18（３）持つつもりのお子さんの数が、理想とするお子さんの数より少ない
理由を教えてください (MA) 

 「高年齢で産むのは難しいから」が 36.6％、「子育てや教育にお金がかかるから」が 33.6％

で群を抜いて高くなっています。次いで「自分の仕事に差し支えるから」が 16.4％で続い

ています。 

 

 

  

33.6 

6.0 

16.4 

3.7 

4.5 

36.6 

7.5 

10.4 

13.4 

2.2 

4.5 

4.5 

9.0 

17.9 

0% 10% 20% 30% 40%

子育てや教育にお金がかかるから

家が狭いから

自分の仕事に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境と思えないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのは難しいから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

健康上の理由から

ほしいけれどもできないから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから

配偶者が望まないから

末子が自分もしくは配偶者の定年退職までに成

人してほしいから

その他

無回答

(MA) N=134
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「子育てや教育にお金がかかるから」の割合が高くなっていますが、回答数

は４人となっています。30 歳代では「自分の仕事に差し支えるから」の割合が他の年齢層

と比べて高くなっています。 
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以降の問 19、20 は、問 15 で「２．結婚したことはない」「３．離別・死別」を選んだ方に

おうかがいします 

 

問19（１）あなたは、将来結婚したいですか (SA) 

 「結婚するつもりはない」が 48.4％で最も高く、次いで「いずれは結婚したい」が 26.8％、

となっています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代から 30 歳代の「いずれは結婚したい」の割合が他の年齢層と比べて高くなってい

ます。 
 

 

すぐにでも結婚した

い

6.8%
２～３年以内に結婚

したい

3.6%

いずれは結婚したい

26.8%

結婚するつもりはな

い

48.4%

無回答

14.4%

(SA) N=250
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＜結婚していない人別のクロス集計＞ 

 結婚したことはない人の「いずれは結婚したい」の割合が高くなっています。 
 

 

 

 

問 19（１）で「１」～「３」を選んだ方におうかがいします。 

問19（２）あなたが結婚したい理由を教えてください (MA) 

 「家庭を持ちたいから」が 59.1％で最も高くなっています。次いで「子どもがほしいか

ら」が 41.9％、「両親や親戚を安心させたいから」が 38.7％で続いています。 

 

 

  

59.1 

41.9 

38.7 

20.4 

10.8 

34.4 

7.5 

4.3 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家庭を持ちたいから

子どもがほしいから

両親や親戚を安心させたいから

経済的な安定を得たいから

社会的に認められたいから

老後が不安だから

結婚するのがあたり前だから

その他

無回答

(MA) N=93
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「社会的に認められたいから」、「老後が不安だから」の割合が女性と比べて高く

なっています。女性では「家庭を持ちたいから」、「子どもがほしいから」、「両親や親戚を

安心させたいから」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代の「家庭を持ちたいから」、「子どもがほしいから」、「両親や親戚を安心させたい

から」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。40 歳代から 60歳代では「老後が不

安だから」の割合が高くなっています。 
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＜結婚していない人別のクロス集計＞ 

 結婚したことはない人では「子どもがほしいから」、「両親や親戚を安心させたいから」

の割合が離別・死別した人と比べて高く、離別・死別した人では「経済的な安定を得たい

から」「老後が不安だから」の割合が結婚したことはない人と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

問 19（１）で「１」～「３」を選んだ方におうかがいします。 

問19（３）あなたがまだ結婚していない理由を教えてください (MA) 

 「適当な相手がいない」が 67.7％で突出しています。次いで「収入や住居など結婚生活

のための経済的基盤ができていない」が 28.0％、「結婚資金（挙式や新生活の費用）が用意

できていない」が 20.4％で続いています。 

 

  

20.4 

28.0 

14.0 

67.7 

16.1 

3.2 

1.1 

3.2 

2.2 

7.5 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80%

結婚資金（挙式や新生活の費用）が用意できていない

収入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができて

いない

自分または相手の仕事の事情

適当な相手がいない

自分の時間を失いたくない、やりたいことを優先したい

年齢的に適当な時期でない

まだ子どもがほしくない

友人や同年代の人たちがまだ結婚していない

親や周囲がすすめない

その他

無回答

(MA) N=93
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性では「結婚資金（挙式や新生活の費用）が用意できていない」、「収入や住居など結

婚生活のための経済的基盤ができていない」の割合が女性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「結婚資金（挙式や新生活の費用）が用意できていない」、「収入や住居など

結婚生活のための経済的基盤ができていない」、「自分の時間を失いたくない、やりたいこ

とを優先したい」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 
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＜結婚していない人別のクロス集計＞ 

 結婚したことはない人は、「結婚資金（挙式や新生活の費用）が用意できていない」、「収

入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができていない」、「自分または相手の仕事の事

業」、「自分の時間を失いたくない、やりたいことを優先したい」の割合が離別・死別した

人と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

問 19（１）で「１」～「３」を選んだ方におうかがいします。 

問19（４）あなたにとって結婚支援として必要なことは何ですか (MA) 

 「町内の方との出会い創出イベント」が 39.8％で最も高くなっています。次いで「町外

の方との出会い創出イベント」が 36.6％、「支援は不要」が 28.0％で続いています。 

 

  

上段:度数
下段:％

73 19 24 12 51 15 3 1 3 2 3 2
100.0 26.0 32.9 16.4 69.9 20.5 4.1 1.4 4.1 2.7 4.1 2.7

20 - 2 1 12 - - - - - 4 4

100.0 - 10.0 5.0 60.0 - - - - - 20.0 20.0

合
計

結
婚
資
金
（挙
式
や
新
生
活

の
費
用
）が
用
意
で
き
て
い

な
い

収
入
や
住
居
な
ど
結
婚
生

活
の
た
め
の
経
済
的
基
盤

が
で
き
て
い
な
い

自
分
ま
た
は
相
手
の
仕
事

の
事
情

適
当
な
相
手
が
い
な
い

自
分
の
時
間
を
失
い
た
く

な
い
、
や
り
た
い
こ
と
を
優

先
し
た
い

年
齢
的
に
適
当
な
時
期
で

な
い

ま
だ
子
ど
も
が
ほ
し
く
な

い 友
人
や
同
年
代
の
人
た
ち

が
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い

親
や
周
囲
が
す
す
め
な
い

そ
の
他

無
回
答

結婚したことはない

離別・死別

22.6 

39.8 

36.6 

3.2 

7.5 

8.6 

17.2 

18.3 

4.3 

28.0 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚相談窓口の設置

町内の方との出会い創出イベント

町外の方との出会い創出イベント

親同士の代理お見合い

異性とうまく付き合うためのコミュニケーション講座

異性とうまく付き合うための服装、髪型、メイク等のセ

ンスアップ講座

将来設計を考えるための家計簿や貯蓄等のお金に

関する講座

結婚後、子どもが生まれた場合の育児休業など仕事

と子育ての両立支援に関する講座

その他

支援は不要

無回答

(MA) N=93
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「結婚相談窓口の設置」、「町内の方との出会い創出イベント」、「町外の方との出

会い創出イベント」の割合が女性と比べて高くなっています。女性では「異性とうまく付

き合うための服装、髪型、メイク等のセンスアップ講座」、「将来設計を考えるための家計

簿や貯蓄等のお金に関する講座」、「支援は不要」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代の「町内の方との出会い創出イベント」、「町外の方との出会い創出イベント」、「結

婚後、子どもが生まれた場合の育児休業など仕事と子育ての両立支援に関する講座」の割

合が他の年齢層と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜結婚していない人別のクロス集計＞ 

 結婚したことはない人の「結婚相談窓口の設置」、「支援は不要」を除くすべての項目の

割合が、離別・死別した人と比べて高くなっています。 
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問 19（１）で「４．結婚するつもりはない」を選んだ方におうかがいします。 

問19（５）あなたが結婚したくない理由を教えてください (MA) 

 「適当な相手がいない」が 32.2％で最も高くなっています。次いで「その他」が 28.9％、

「経済的な制約が増える」、「自分の時間を失いたくない」が 9.1％で続いています。 

 

  

9.1 

1.7 

0.0 

32.2 

7.4 

9.1 

5.0 

0.0 

5.8 

0.0 

4.1 

3.3 

2.5 

28.9 

27.3 

0% 10% 20% 30% 40%

経済的な制約が増える

結婚相手の年収が自分より高い

結婚相手の雇用が不安定

適当な相手がいない

異性とうまく付き合えない・恋愛がめんどう

自分の時間を失いたくない

仕事との両立が難しい

まだ若すぎる

親戚づきあいや結婚後の夫婦関係など結婚後の生活に

不安がある

姓を変えるのに抵抗がある

離婚が不安

子どもがほしくない

子育てが大変そう

その他

無回答

(MA) N=121
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「経済的な制約が増える」、「適当な相手がいない」、「離婚が不安」、「子育てが大

変そう」の割合が女性と比べて高くなっています。女性では「自分の時間を失いたくない」、

「仕事との両立が難しい」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜結婚していない人別のクロス集計＞ 

 結婚したことはない人は、「経済的な制約が増える」、「適当な相手がいない」、「子どもが

ほしくない」の割合が離別・死別した人と比べて高くなっています。 
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問20 あなたは、将来お子さんを何人くらいほしいと思いますか (SA) 

 「子どもはほしい」が 27.2％、「子どもはいらない」が 18.4％となっています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 若年層ほど「子どもはほしい」の割合が高くなる傾向がみられます。 
 

 

 

  

子どもはいらない

18.4%

子どもはほしい

27.2%

無回答

54.4%

(SA) N=250
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■何人ほしいですか (数量) 

 「2 人」が 51.5％で突出しています。「3人」が 26.5％、「1人」が 8.8％で続いています。

「子どもはほしい」人の子どもの平均は 2.34 人となっており、「子どもはいらない」（０人）

を含んだ平均は 1.34 人となっています。 

 

1.5 

8.8 

51.5 

26.5 

4.4 

2.9 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

0人

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

(数量) N=68
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３．定住・移住に関するアンケート調査 

１ 調査の回答者自身のことについて 

問１ 性別(SA) 

 「女性」が 52.8％、「男性」が 47.2％となっています。 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 若年層ほど「女性」の比率が高く、年齢が高くなるにつれて「男性」の比率が高くなっ

ています。 
 

 

 

  

男性

47.2%
女性

52.8%

無回答

0.0%

(SA) N=106
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問２ 年齢(SA) 

 「30 歳代」が 25.5％で最も高くなっています。次いで「40 歳代」が 19.8％、「60 歳代」

が 18.9％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「60歳代」の割合が女性と比べて高く、女性では「20歳代」の割合が男性と比べ

て高くなっています。 
 

 

 

17.9 

25.5 

19.8 

11.3 

18.9 

6.6 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答

(SA) N=106
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問３ 現在一緒に住んでいる家族 (SA) 

 「２世帯（親と子）」が 31.1％で最も高くなっています。次いで「夫婦のみ」が 22.6％、

「３世帯（親と子と孫）」が 21.7％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「ひとり暮らし」の割合が女性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代から 40 歳代では「２世帯（親と子）」、「３世帯（親と子と孫）」の比率が高く、50

歳代以降では「夫婦のみ」の比率が高くなっています。 
 

 

11.3 

22.6 

31.1 

21.7 

0.9 

0.9 

9.4 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

ひとり暮らし

夫婦のみ

２世帯（親と子）

３世帯（親と子と孫）

兄弟や親戚と同居

友人や知人と同居

その他

無回答

(SA) N=106
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問４ 現在のおつとめの状況 (SA) 

 「正規の職員」が 34.9％で突出しています。次いで「パート・アルバイト」が 15.1％、

「家事専業」が 14.2％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性では「正規の職員」、「農林漁業」の割合が女性と比べて高く、女性では「パート・

アルバイト」、「家事専業」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

34.9 

8.5 

15.1 

2.8 

8.5 

14.2 

0.0 

10.4 

3.8 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

正規の職員

派遣・嘱託・契約社員

パート・アルバイト

自営業及びその家族従事者

農林漁業

家事専業

学生

無職

その他

無回答

(SA) N=106
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代から 50 歳代にかけて「正規の職員」の割合が高く、60 歳代以降では「無職」の

割合が高くなっています。 
 

 

 

 

問４で、「１．」～「５．」または「７．」を選んだ人のみお答えください。 

問５ あなたの通勤・通学先はどこですか (SA) 

 「町内」が 68.9％を占めています。 

 

 

  

町内

68.9%

町外

27.0%

無回答

4.1%

(SA) N=74
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「町外」が女性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜職業別のクロス集計＞ 

 正規の職員、派遣・嘱託・契約社員、パート・アルバイトの「町外」の比率が他の職業

と比べて高くなっています。 
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問６ あなたのお住まいの地域はどこですか (SA) 

 「矢上」が 22.6％で最も高くなっています。次いで「中野」が 14.2％、「井原」が 10.4％

で続いています。 

 

 

 

２ 転居経験について 

問７（１）あなたは、邑南町に何年お住まいですか (SA) 

 「５年未満」が 50.9％で突出しています。次いで「15年～20 年未満」が 16.0％、「20 年

～30年未満」が 14.2％で続いています。 

 

 

  

6.6 

2.8 

7.5 

9.4 

8.5 

6.6 

1.9 

22.6 

14.2 

10.4 

2.8 

4.7 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

阿須那

口羽

市木

田所

出羽

高原

布施

矢上

中野

井原

日貫

日和

無回答

(SA) N=106

50.9 

9.4 

2.8 

16.0 

14.2 

2.8 

2.8 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～30年未満

30年～40年未満

40年以上

無回答

(SA) N=106
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「15 年～20 年未満」の割合が女性と比べて高く、女性では「５年未満」、「20年～

30 年未満」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「15年～20 年未満」が、30歳代では「20 年～30年未満」の比率が高くなっ

ています。70 歳代以上では「５年未満」が他の居住歴と比べて低く、「５年～10 年未満」、

「15年～20 年未満」、「40 年以上」の割合が高くなっています。 
 

 

 

 

問７（２）邑南町に転居してくる前の居住地域はどこですか (SA) 

 「県外の市町村」が 34.9％で最も高くなっています。次いで「広島市」が 31.1％、「県

内のその他の市町村」が 16.0％で続いています。 

 

31.1 

7.5 

4.7 

3.8 

16.0 

34.9 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

広島市

松江市

浜田市

江津市

県内のその他の市町村

県外の市町村

無回答

(SA) N=106
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問７（３）邑南町を転居先として選ぶ際に、どのような情報などを活用しまし
たか (MA) 

 「特にない」が 34.9％で突出しています。次いで「家族・親族の紹介」、「その他」が 20.8％、

「公的な組織・機関による情報提供や相談・助言」が 13.2％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「公的な組織・機関による情報提供や相談・助言」の割合が女性と比べて高くな

っています。 
 

 

 

  

9.4 

20.8 

6.6 

0.9 

2.8 

13.2 

0.9 

20.8 

34.9 

6.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

知人・友人、職場の紹介

家族・親族の紹介

ホームページの情報

雑誌の情報

自治体が発行しているチラシやパンフレット

公的な組織・機関による情報提供や相談・助言

民間の組織・機関による情報提供や相談・助言

その他

特にない

無回答

(MA) N=106
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＜世帯別のクロス集計＞ 

 ひとり暮らしの「公的な組織・機関による情報提供や相談・助言」の割合が他の世帯と

比べて高くなっています。 
 

 

 

 

問７（４）転居することになったきっかけは何ですか。 (MA) 

 「仕事の都合」が 22.6％で最も高くなっています。次いで「結婚」が 17.9％、「親や子、

孫との同居・近居」、「その他」が 14.2％で続いています。 

 

  

22.6 

7.5 

7.5 

13.2 

17.9 

1.9 

4.7 

0.9 

14.2 

7.5 

9.4 

14.2 

2.8 

0.9 

2.8 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

仕事の都合

就職

転職

定年退職・早期退職

結婚

妊娠・出産

子育て

進学

親や子、孫との同居・近居

親や親戚等の介護

田舎暮らしへの憧れ

その他

特にきっかけはない

わからない

無回答

(MA) N=106
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「就職」、「定年退職・早期退職」の割合が女性と比べて高く、女性では「結婚」

の割合が男性と比べて高くなっています。 
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「就職」が他の年齢層と比べて高くなっています。20 歳代から 30 歳代では

「結婚」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。50 歳代では「仕事の都合」が、

60 歳代では「定年退職・早期退職」、70 歳代では「親や家族等の介護」の比率が高くなっ

ています。 
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問７（５）邑南町を転居先として選んだ理由は何ですか (MA) 

 「自分や家族の持ち家があるから」が 45.3％で最も高くなっています。次いで「生まれ

育ったまちだから」が 33.0％、「親や子、友人・知人がいるから」、「自然環境が豊かだから」

が 22.6％で続いています。 

 

 

  

33.0 

45.3 

4.7 

22.6 

1.9 

14.2 

0.9 

0.9 

6.6 

0.9 

0.0 

2.8 

3.8 

22.6 

2.8 

5.7 

0.0 

5.7 

17.0 

6.6 

0.0 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生まれ育ったまちだから

自分や家族の持ち家があるから

寮や社宅に住むから

親や子、友人・知人がいるから

価格や広さなど住宅事情がよいから

農業や家庭菜園ができるから

交通・通勤の利便性がよいから

日ごろの買い物などが便利だから

保育所や公園などの子育て環境がよいから

学校などの教育環境がよいから

文化・スポーツ施設が利用しやすいから

福祉・医療施設が利用しやすいから

気候がよいから

自然環境が豊かだから

まちなみや景観がよいから

治安がよいから

行政サービスが充実しているから

移住相談の対応が良かったから

その他

特にない

わからない

無回答

(MA) N=106
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「生まれ育ったまちだから」、「自分や家族の持ち家があるから」、「自然環境が豊

かだから」の割合が女性と比べて高くなっています。 
 

 

 

＜年齢別のクロス集計＞ 

 30 歳代では「保育所や公園などの子育て環境がよいから」の割合が他の年齢層と比べて

高くなっています。 
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＜職業別のクロス集計＞ 

 農林漁業では「農業や家庭菜園ができるから」、「自然環境が豊かだから」の割合が他の

職業と比べて高くなっています。 
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問７（６）転居する前にどんな心配や不安がありましたか (MA) 

 「地域との人間関係」が 49.1％で最も高くなっています。次いで「交通機関の不便さ」

が 42.5％、「買い物施設」が 41.5％で続いています。 

 

 

＜男女別のクロス集計＞ 

 男性では「地域との人間関係」、「買い物施設」、「交通機関の不便さ」の順に割合が高く、

女性では「地域との人間関係」、「交通機関の不便さ」、「医療機関の整備状況」の順に割合

が高くなっており、男女による割合に若干の差がみられます。 
 

 

32.1 

29.2 

6.6 

4.7 

42.5 

35.8 

49.1 

41.5 

11.3 

21.7 

24.5 

22.6 

18.9 

8.5 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

収入の減少

自分に合う仕事の有無

学校の教育環境

塾などの習い事

交通機関の不便さ

医療機関の整備状況

地域との人間関係

買い物施設

インターネットなどの通信環境

余暇のすごし方、趣味の継続

老後の生活

気候、風土

住宅の不足

その他

無回答

(MA) N=106
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代では「自分に合う仕事の有無」、「インターネットなどの通信環境」、「余暇の過ご

し方、趣味の継続」、「住宅の不足」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

40 歳代、60歳代では「医療機関の整備状況」の割合が高くなっています。40 歳代では「収

入の減少」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。60歳代以降では「老後の生活」

の割合が高くなっています。 
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問７（７）邑南町に転居してよかったことは何ですか (MA) 

 「緑や水辺などの自然が豊かである」が 51.9％で最も高くなっています。次いで「まち

が安全で安心して暮らせる」が 36.8％、「人があたたかい」が 32.1％で続いています。 

 

 

  

4.7 

51.9 

7.5 

7.5 

0.9 

16.0 

36.8 

17.9 

32.1 

2.8 

3.8 

20.8 

8.5 

15.1 

19.8 

5.7 

0.9 

4.7 

7.5 

0.9 

17.0 

7.5 

2.8 

6.6 

8.5 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物が便利である

緑や水辺などの自然が豊かである

通勤・通学が便利である

広くて手ごろな住宅がある

高齢者向けの住宅がある

病院などの医療体制がおおむね整っている

まちが安全で安心して暮らせる

地域のつきあいがよい

人があたたかい

物価が安い

雇用がある

地元ならではの食材が豊富である

スポーツや山歩き、釣りなどアウトドアがしやすい

独自の伝統・習慣などの地域文化がある

子育てしやすい

街並みが美しい

公園、広場などが整っている

道路などの都市基盤が整っている

介護の施設やサービスが充実している

バリアフリー化が進んでいる

気候、風土がよい

まちのイメージがよい

教育環境が充実している

その他

よかったこと（よいこと）は特にない

無回答

(MA) N=106
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「病院などの医療体制がおおむね整っている」、「スポーツや山歩き、釣りなどア

ウトドアがしやすい」、「気候、風土がよい」の割合が女性と比べて高くなっています。女

性では「地域のつきあいがよい」、「人があたたかい」、「子育てしやすい」の割合が男性と

比べて高くなっています。 
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 30 歳代の「子育てしやすい」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 
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31.1 

1.9 

8.5 

11.3 

5.7 

27.4 

1.9 

23.6 

7.5 

28.3 

17.0 

5.7 

9.4 

2.8 

2.8 

3.8 

19.8 

11.3 

5.7 

5.7 

6.6 

5.7 

11.3 

10.4 

17.9 

8.5 

0% 10% 20% 30% 40%

買い物が不便である

緑や水辺などの自然が少ない

通勤・通学が不便である

自分にあった住宅がない

高齢者向けの住宅が足りない

病院などの医療体制が不十分である

まちの治安がよくない

地域のつきあいが負担である

人がつめたい

物価が高い

雇用が足りない

地元ならではの食材が少ない

スポーツや山歩き、釣りなどアウトドアをするような場

所がない

独自の伝統・習慣などの地域文化がない

子育てしづらい

街並みが汚い

公園、広場などが十分にない

道路などの都市基盤が十分でない

介護の施設やサービスが不足している

バリアフリー化が進んでいない

気候、風土がよくない

まちのイメージが悪い

教育環境が不足している

その他

困りごとは特にない

無回答

(MA) N=106

問７（８）邑南町へ転居する前には想定していなかった困りごとは何ですか 
(MA) 

 「買い物が不便である」が 31.1％で最も高くなっています。次いで「物価が高い」が 28.3％、

「病院などの医療体制が不十分である」が 27.4％で続いています。 
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＜男女別のクロス集計＞ 

 男性の「買い物が不便である」、「病院などの医療体制が不十分である」、「地域のつきあ

いが負担である」、「物価が高い」、「道路などの都市基盤が十分でない」の割合が女性と比

べて高くなっています。女性では「自分にあった住宅がない」、「人がつめたい」、「公園、

広場などが十分にない」、「気候、風土がよくない」、「困りごとは特にない」の割合が男性

と比べて高くなっています。 
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＜年齢別のクロス集計＞ 

 20 歳代から 40 歳代では「公園、広場などが十分にない」の割合が他の年齢層と比べて高

くなっています。60 歳代以降では「地域のつきあいが負担である」の割合が他の年齢層と

比べて高くなっています。 
 

 

 

 


